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21
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
、
４
月
６
日
開

催
さ
れ
、
晴
天
の
中
、
ピ
ン
ク
に
染
ま
る

城
山
に
４
０
０
０
人
を
超
え
る
町
民
が
集

い
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
30
分
、
小
学
生
に
よ
る
子
ど

も
み
こ
し
を
先
頭
に
、
玉
丸
城
太
鼓
の
演

奏
に
合
わ
せ
た
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
10

時
30
分
に
は
日
本
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

武
者
隊
が
出
陣

し
、
ま
つ
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

メ
ー
ン
会
場
で
は
、
玉
城
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
つ
づ
い
て
、
保
育
所
園
児

に
よ
る
玉
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
「
元

気
で
す
た
ま
き
」
の
披
露
、
会
場
周
辺
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
子
ど
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

城あとに夢を築くまち たまき　2008-5 2

ま
た
お
城
広
場
で
は
、
地
震
体
験
車
に

よ
る
地
震
体
験
、
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
消
火
体
験
講
習
、
田
丸
神

社
神
輿
渡
御

み

こ

し

と

ぎ

ょ

写
真
展
が
行
わ
れ
、
祭
り
に

華
を
そ
え
ま
し
た
。

午
後
４
時
30
分
、
天
守
跡
に
玉
丸
城
太

鼓
の
勇
壮
な
音
が
響
き
わ
た
り
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
玉
城
病
院
と
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城

で
は
「
第
４
回
病
院
・
老
健
ま
つ
り
〜
笑

顔
は
健
康
か
ら
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
腹
囲
測
定
や
血
圧
、
血
糖

値
測
定
な
ど
の
ミ
ニ
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
、
骨

密
度
チ
ェ
ッ
ク
、
血
管
年
齢
測
定
、
足
型

測
定
、
保
健
・
栄
養
指
導
な
ど
が
実
施
さ

れ
、
多
く
の
人
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

Ta
m

a
k

i To
w

n
 R

ep
o

rt
注
目
の
話
題 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

第

桜

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
中
で

第
21
回

玉
城
町

桜
ま
つ
り

第
４
回

病
院
・
老
健
ま
つ
り
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山
龍
平
翁
の
生
誕
日
で
あ
る
４
月

３
日
、
青
空
と
満
開
の
桜
の
下
、

恒
例
の
生
誕
祭
に
引
き
続
き
、
村
山
龍
平

記
念
館
開
館
25
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
58
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来

「
村
山
龍
平
記
念
館
」
が
今
年
で
25
周
年

の
節
目
に
あ
た
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
村
山
家
を
は
じ
め
県
内
外
よ
り
関
係

者
約
80
人

が
出
席
し
、

龍
平
翁
の

遺
徳
を
偲

び
ま
し
た
。

記
念
館

で
は
「
龍

平
翁
の
愛

村 村
山
龍
平
記
念
館
開
館
25
周
年
記
念
事
業

し
た
茶
道

具
と
郷
土

の
刀
工
の

名
作
」
と

題
し
た
25

周
年
記
念

特
別
展

が
、
４
月

３
日
〜
７

日
ま
で
の

間
、
香
雪
美
術
館
と
郷
土
愛
刀
家
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

龍
平
翁
の
少
年
期
か
ら
円
熟
期
ま
で
を
刀

剣
・
茶
道
具
で
表
現
し
た
特
別
展
に
は
、

連
日
多
く
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
そ
の

展
示
品
の
素
晴
ら
し
さ
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

～社会福祉協議会より～
チャリティーバザーでは、
町民のみなさんからたくさ
んの物品（1184点）をお寄
せいただき、200,650円の売
り上げとなりました。
皆様のご協力、ありがとう
ございました。
この売り上げは地域福祉事
業に役立てます。

ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ

リ
室
の
和
室
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
や
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
に
関
す
る

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
講
演
な
ど

を
行
い
、
８
月
か
ら
始
ま

る
健
診
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

毎年行われている生誕祭

特別展に合わせ行われたお茶会
（文化協会：煎茶光の会）

保育所園児
による「元

気ですたま
き」体操（

玉中グラウ
ンド）

城山天守に響き渡った玉中吹奏楽部の演奏

たくさんの来場者が訪れた田丸城址

職員によるミニ
コンサート

幅広い年代の来場者が楽しまれた病院・老健まつり
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月
16
日
、
県
内
全
市
町
参
加
の
も

と
、
三
重
県
庁
前
か
ら
伊
勢
市
県

営
陸
上
競
技
場
ま
で
の
４
２
・
１
９
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
10
区
間
で
競
う
『
美う

ま

し
国

三
重
市
町
対
抗
駅
伝
』
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
は
、
市
町
村
合
併
が

進
み
29
市
町
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

町
間
の
交
流
と
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

目
的
に
、
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

玉
城
町
は
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
の
総

勢
21
人
で
「
チ
ー
ム
玉
城
」
を
結
成
し
、

玉
城
中
学
校
陸
上
部
と
の
約
１
ヵ
月
に
及

ぶ
合
同
練
習
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
き
な

３ 「
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
」
開
催
！

玉
城
チ
ー
ム
健
闘
！
町
の
部
四
位
入
賞

が
ら
、
大
会
当
日
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。

午
前
９
時
、
県
内
29
市
町
の
１
区
の

選
手
が
、
野
呂
三
重
県
知
事
に
よ
る
号

砲
で
力
強
く
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
き
り

ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
玉
城
」
は
、
県
内
の
強
豪
チ

ー
ム
を
相
手
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援

を
力
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
総
合
力
で

対
抗
し
ま
し
た
。

選
手
は
次
の
区
間
の
選
手
を
信
じ
て
、

必
死
に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
総
合
記
録
２
時

間
37
分
25
秒
、
町
の
部
で
は
菰
野
・
川

越
・
東
員
町
に
次
ぐ
４
位
入
賞
（
市
町
総

合
15
位
）
と
い

う
好
成
績
で
県

営
陸
上
競
技
場

へ
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。

大
会
終
了

後
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た

「
チ
ー
ム
玉
城
」

慰
労
会
で
は
、

選
手
は
レ
ー
ス

の
緊
張
感
か
ら

解
き
放
た
れ
、

お
互
い
の
健
闘
を

称
え
あ
い
、
素
晴

ら
し
い
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
か
ら
の
お
礼

「
チ
ー
ム
玉
城
」
を
応
援
・
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
応
援
が
、
私
た
ち
の
大
き
な

勇
気
・
力
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
も

「
チ
ー
ム
玉
城
」
に
温
か
い
ご
声
援
を

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

化
協
会
玉
城
碁
会
（
高
田
元
弘
会

長
）
で
は
、
平
成
18
年
以
来
毎
年

大
会
を
開
き
、
今
年
も
３
月
23
日
、
保
健

福
祉
会
館
で
碁
盤
を
囲
み
対
局
を
楽
し
み

ま
し
た
。

大
会
に
は
過
去
最
高
の
、
小
学
生
６
人

を
含
む
39
人
が
参
加
。
Ａ
（
有
段
者
）
・

Ｂ
（
一
級
以
下
）

ク
ラ
ス
に
分
か
れ

て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
優

秀
な
成
績
を
お
さ

め
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
　
川
元
正
昭
（
勝
田
）

準
優
勝
　
　
中
井
　
伶
（
有
田
小
４
年
）

３
　
位
　
　
谷
村
和
郎
（
多
気
町
・
原
出
身
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
　
西
山
允
隆
（
勝
田
）

準
優
勝
　
　
西
川
誠
次
（
明
和
町
）

３
　
位
　
　
中
西
文
一
（
多
気
町
）

ま
た
、
玉
城
碁
会
で
は
毎
月
第
２
・
４

月
曜
日
、
保
健
福
祉
会
館
で
親
睦
囲
碁
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

文 囲
碁
愛
好
者
ら

碁
盤
囲
み
親
睦
深
め
る

烏鷺
う ろ

を競う囲碁愛好者

慰労会での集合写真

横断幕への誓い　「監督・コーチ・選手がそれぞれの“想い”を
チームの横断幕へ寄せ書き」

スタート時
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月
３
日
、
野
篠
地
内
の
京
セ
ラ
ミ

タ
（株）
玉
城
工
場
で
、
昨
年
４
月
に

着
工
し
た
新
工
場
棟
が
完
成
し
、
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
竣
工
式
に
は
、
辻
村
町
長
の

ほ
か
、
野
呂
三
重
県
知
事
、
京
セ
ラ
ミ
タ

駒
口
社
長
、
工

事
関
係
者
ら
約

30
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
安

全
祈
願
祭
の
あ

と
、
始
動
式
が

行
わ
れ
ま
し

た
。新

工
場
は
敷

３ 京
セ
ラ
ミ
タ
株
式
会
社
玉
城
工
場

新
工
場
棟
完
成

地
面
積
約
８
万
２
８

０
０

に
鉄
骨
４
階

建
て
延
床
面
積
約
５

３
０
０

と
、
鉄
骨

２
階
建
て
延
床
面
積
約
２
７
０
０

の
建

物
で
、
ト
ナ
ー
な
ど
の
情
報
機
器
用
消
耗

品
の
製
造
を
大
幅
拡
充
さ
れ
る
と
共
に
、

高
画
質
な
画
像
出
力
を
提
供
す
る
た
め
に

化
成
品
開
発
セ
ン
タ
ー
で
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
工
場
で
は
排
水
を
再
利
用
す

る
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
環
境
に
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

m2

m2
m2

月
29
日
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議

（
会
長：

岡
野
信
也
）
か
ら
『
福

祉
バ
ス
の
利
活
用
』
に
つ
い
て
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
現
在
運
行
中
の
「
福
祉

バ
ス
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
高
齢
化
の

進
展
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
だ
れ
も
が
健

康
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
上
で
、
移
動

手
段
の
確
保
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
と
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
の
観
点
か
ら
も
有
効
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
バ
ス
運
行
の

目
的
を
明
ら
か
に
し
、
中
長
期
的
な
視
点

か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

２ 「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」
が

提
言
書
を
提
出

し
、
広
く
意
見
を
聴
く
た
め
「
地
域
公
共

交
通
委
員
会
（
仮
称
）」
な
ど
第
三
者
機

関
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
検
討
す
べ
き
改
善
策
と
し
て
①

抜
本
的
な
運
営
形
態
の
検
討
、
見
直
し

②
運
行
経
費
、
財
政
負
担
　
③
利
用
促
進

と
公
平
性
の
確

保
　
④
安
全
性

の
確
保
　
⑤
他

市
町
と
の
連
携

⑥
そ
の
他
の
利

用
促
進
に
分
け

て
提
言
さ
れ
て

い
ま
す
。

春は旅立ちの季節であります。まっさ

らな制服を身にまとい通学する子どもた

ちを見ていると、すがすがしい気持ちに

なります。当町は三重県内でも数少ない

人口増加が見込まれる町で、更なる子育

て支援の充実に努めてまいります。地域

の宝である子どもたちの健全な成長にみ

なさんのご協力をお願いいたします。

さて、国の政治が混乱して先の見えない

状況にあり、住民の皆様とのコミュニケー

ションが一層大切であると感じています。

4月から、職員が自治区へ出向き、地域

の課題や町の情報を共有していこうと

「地域担当制」をスタートすることになり

ました。また医療・保健・福祉サービス

が有効に提供できるよう、玉城病院長に

健康管理センター長をお願いし、新たに

育児総合アドバイザーを設置するなど、

組織を一部見直しました。玉城病院と合

わせて是非ご利用下さい。

４月３日の村山龍平翁生誕158年祭及び

記念館開設25周年記念特別展には、翁の

ひ孫にあたられる村山恭平様をはじめ、

朝日新聞東京本社の秋山社長、大阪本社

の池内代表、名古屋本社の梶原代表、名

古屋テレビ堀社長、近隣市町長など大勢

の方にご臨席を賜りました。香雪美術館

（神戸）と町内の刀剣保存会の皆様にもご

協力をいただき、大変立派な美術品を鑑

賞させていただきました。

４月６日開催の桜まつりも天候に恵ま

れて大変な賑わいでありました。今後の

行事につきましても町民の皆様の力で盛

り上げていただきたいと思います。

平成20年4月14日　町長室にて

COLUMN in May,2008

玉城町長

始動式を行う辻村町長ら

提言書を渡す岡野会長（中）、秋山副会長（右）

５月操業予定の完成した新工場

町長

コラム
町長

コラム
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平
成
20
年
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

は
３
月
６
日
、
開
会
さ
れ
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
創
設
に
関
連
す
る
条
例
、
三

重
県
市
町
公
平
委
員
会
の
規
約
の
変
更
に

よ
る
協
議
の
ほ
か
、
平
成
20
年
度
一
般
・

特
別
・
企
業
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
が
上

程
。
最
終
日
、
平
成
19
年
度
補
正
予
算
案

な
ど
も
追
加
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可

決
し
ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田
地
区

（
山
岡
・
曽
根
・
昼
田
）
管
路
施
設
工
事
の

変
更
請
負
契
約
を
締
結
に
つ
い
て
、
既
契

約
金
額
に
１
６
４
万
５
３
５
０
円
を
追
加

し
、
１
億
５
１
７
９
万
５
３
５
０
円
と
す

る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
「
生
活
の
場
」

と
し
て
捉
え
、
児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
、

総
合
的
な
放
課
後
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
そ
の
運
営
等
に
つ
い
て
条
例
を
判
定

し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
、

新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
町
が
行
う
事
務
に
つ
い
て
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
条

例
の
制
定
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴

い
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
及
び
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の

経
理
の
敵
正
を
図
る
た
め
、
特
別
会
計
を

設
置
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て施

設
の
利
用
等
に
か
か
る
実
費
負
担
を

適
正
に
お
願
い
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
き
、
中
央
公
民
館
等
の
教
育
施
設
の

照
明
代
・
冷
暖
房
使
用
料
に
つ
い
て
、
消

費
電
力
に
合
わ
せ
て
、
料
金
を
改
正
し
ま

し
た
。

▼
税
以
外
の
諸
収
入
金
に
対
す
る
督
促
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

使
用
料
な
ど
税
以
外
の
督
促
手
数
料
に

つ
い
て
現
状
に
沿
う
よ
う
見
直
し
を
図
り

ま
し
た
。

▼
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
料
金
設
定
を
行

い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
「
老
人
保
健
法
」
が

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
語
句
の
読
み
替
え

等
、
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
重
度
障
が
い
者
の

受
診
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
証
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
　
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

ひと + まち + くらし 

ウォッチング 

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
伴
う
条
例
の
制
定

●
平
成
20
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
予
算
案
　
可
決
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▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成
20
年
度
の
介

護
保
険
料
を
、
引
き
続
き
、
平
成
19
年
度

と
同
水
準
に
す
る
と
し
た
緩
和
措
置
を
継

続
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

▼
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
三
重
県

市
町
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

「
伊
勢
広
域
環
境
組
合
」
が
新
た
に
三

重
県
市
町
公
平
委
員
会
に
加
入
す
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
に
伴
う
規
約
の
改
正

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

下
水
道
事
業
会
計
予
算

各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
「
会
計

別
平
成
20
年
度
予
算
お
よ
び
前
年
度
比
較

表
」
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
追
加
】

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

現
教
育
委
員
の
上
村
直
義
氏
が
、
平
成

20
年
４
月
14
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
教
育
委
員
に
選
任

し
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総
額

を
変
え
る
こ
と
な
く
、
各
予
算
科
目
に
お

い
て
調
整
し
、
予
算
総
額
を
45
億
４
０
０

０
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
の
主
な
も
の
は
、

町
税：

個
人
町
民
税
の
見
込
み
減
で
４
１

７
万
３
０
０
０
円
の
減
額
、
固
定
資
産
税

１
２
０
万
７
０
０
０
円
の
増
額
、
入
湯
税

１
０
９
万
５
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
、
町

税
全
体
で
４
０
９
万
２
０
０
０
円
の
減
額
。

自
動
車
重
量
譲
与
税：
１
６
０
万
円
の
減
額
。

配
当
割
交
付
金：

２
５
０
万
円
の
増
額
。

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金：

１
６
０
万

円
の
増
額
。

自
動
車
取
得
税
交
付
金：

４
０
０
万
円
の

減
額
。

国
庫
支
出
金：

児
童
手
当
関
係
の
負
担

金
、
保
険
基
盤
安
定
国
庫
負
担
金
な
ど
で

６
０
１
万
５
０
０
０
円
の
減
額
。

県
支
出
金：

国
庫
支
出
金
と
同
様
、
児
童

手
当
関
係
の
負
担
金
、
保
険
基
盤
安
定
県

負
担
金
な
ど
で
２
７
４
万
３
０
０
０
円
の

減
額
。

そ
の
ほ
か
、
財
源
手
当
て
が
で
き
た
た

め
、
地
域
福
祉
基
金
か
ら
の
繰
入
４
８
１

万
５
０
０
０
円
を
取
り
や
め
て
い
ま
す
。

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
財
源
対
策
債
の

割
り
当
て
が
あ
り
、
農
林
水
産
債
を
１
６

８
０
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
の
主
な
も
の
は

総
務
費：

総
務
管
理
費
で
後
年
度
の
財
源

調
整
に
対
処
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
に

３
０
０
０
万
円
を
積
立
。
徴
税
費
で
過
誤
納

還
付
金
４
６
１
万
２
０
０
０
円
を
増
額
。

民
生
費：

社
会
福
祉
費
で
、
産
休
育
休
等

に
よ
る
人
件
費
の
減
額
。
児
童
福
祉
費
で
、

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
保
育
所
の

修
繕
費
な
ど
を
増
額
。

衛
生
費：

休
日
診
療
所
運
営
負
担
金
１
３

３
万
５
０
０
０
円
の
減
額
。
予
防
接
種
の

接
種
者
数
増
加
に
伴
い
、
委
託
料
62
万
２

０
０
０
円
、
補
助
金
25
万
９
０
０
０
円
を

増
額
。

0 

10 

20 

30 

40 

50 
億 

15,034人 15,135人 14,959人 14,974人 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

15,205人 

43
億
８
４
５
７
万
円 

40
億
７
０
４
０
万
円 

41
億
２
０
０
０
万
円 

42
億
４
０
０
０
万
円 

39
億
３
９
０
万
円 

●一般会計予算と人口の推移
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▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

医
療
諸
費
の
増
加
に
伴
い
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
０
１
３
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
９
億
８
２
４
１
万
３
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
山
村
振
興
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

事
業
実
績
を
も
と
に
、
各
科
目
で
予
算

調
整
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
１
万

７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
５
３
５

３
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
で
諸
収
入
及
び
事
業
債
な
ど
69

万
６
０
０
０
円
を
減
額
、
歳
出
で
農
業

集
落
排
水
維
持
管
理
費
な
ど
各
科
目
を

精
査
し
て
、
歳
入
と
同
額
を
減
額
し
、

総
額
を
２
億
６
５
３
２
万
８
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

地
域
支
援
事
業
の
精
査
を
行
い
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
３
万
１
０
０
０
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
８
億
１
９
５
９
万

３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
費：

農
業
費
、
農
業
総
務
費
で
、

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
負
担
金
２

０
９
万
円
の
減
額
。

商
工
費：

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
繰
出

し
金
２
８
７
万
１
０
０
０
円
の
増
額
。
工

場
周
辺
整
備
工
事
請
負
費
３
５
０
万
円
の

減
額
。

土
木
費：

道
路
橋
梁
費
、
道
路
維
持
修
繕

費
で
、
工
事
請
負
費
か
ら
原
材
料
費
へ
２
０

０
万
円
の
組
み
替
え
の
ほ
か
、
道
路
新
設

改
良
事
業
、
及
び
地
方
道
路
整
備
交
付
金
事

業
で
用
地
取
得
等
に
関
連
し
進
捗
が
見
込

め
ず
、
事
業
の
一
部
を
20
年
度
に
繰
越
。

消
防
費：

常
備
消
防
費
で
広
域
消
防
委
託

料
２
３
１
万
円
の
増
額
。

教
育
費：

小
中
学
校
の
教
育
パ
ソ
コ
ン
リ

ー
ス
料
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
修
繕

工
事
請
負
費
の
減
額
の
ほ
か
、
修
繕
料
の

増
額
。

諸
支
出
金：

病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金

１
３
８
９
万
８
０
０
０
円
の
増
額
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
で
退
職
者
の
療
養
給
付
費
交
付

金
９
０
０
万
円
の
増
額
、
共
同
事
業
交

付
金
９
７
５
万
８
０
０
０
円
の
減
額
、

歳
出
で
共
同
事
業
拠
出
金
９
４
４
万
８

０
０
０
円
の
減
額
な
ど
で
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
２
５
万
４
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
13
億
１
９
８
６
万
３
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

◆一般会計 120,000

◆特別会計 △ 650,013 
△ 34,753 

182 
△ 833,817 

1,501 
△ 6,509 
41,834 
181,549

◆企業会計 △ 229,956 
31,943 

△ 40,059 
△ 9,946 

△ 211,894 
62,401 

△ 822,370

4,240,000

2,614,399 
1,196,173 
5,921 

104,877 
54,629 
256,841 
814,409 
181,549

2,977,101 
647,918 
529,150 
354,244 
1,445,789 
603,828 
9,227,672

4,120,000

会　計　別 比較 平成20年度 平成19年度 

3,264,412 
1,230,926 
5,739 

938,694 
53,128 
263,350 
772,575 

0

3,207,057 
615,975 
569,209 
364,190 
1,357,683 
541,427 

10,050,042

 
国民健康保険事業 

住宅新築資金等貸付事業 
老人保健事業 
山村振興事業 

農業集落排水事業 
介護保険事業 

後期高齢者医療事業 

 
病院事業 
水道事業 

介護老人保健施設事業 
公共下水道事業 

重　複　額 
　純　　　計 

＊合計には、一般会計諸支出金など各企業会計へ繰り出しされる金額が重複しています。 

（単位：千円） 

●会計別平成20年度予算および前年度比較表
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T a m a k i  T o p i c s

  

3億8476万3000円 恵まれた環境を生かす　まちづくり 

菊狭間環境整備組合（ゴミの収集）・伊勢広域環境組合（ゴミの
焼却・し尿処理・斎場）等の負担金経費 

175,523保健衛生住民関係経費 

農業集落排水事業特別会計への繰出金 42,892農業集落排水事業会計支出金経費 

公共下水道事業会計への繰出金 133,035公共下水道事業会計支出金経費 

11億4756万円 安心して暮らせる　まちづくり 

福祉バス・研修バスの運行事業委託金、保健福祉会館管理事務
委託金・町社会福祉協議会運営補助金等の経費 

21,313社会福祉協議会経費 

児童手当認定及び給付事務経費 138,126

放課後児童クラブ室建設にかかる設計費、工事監理費、工事請
負費、備品購入費等の経費 

17,637放課後児童クラブ室新築事業経費 

児童手当経費 

老人保健施設事業会計への繰出金 16,736老人保健施設事業会計支出金経費 

地方道路整備事業で実施する町道野篠第1号線の自歩道設置 77,048地方道路整備交付金事業 

障がいのある人が自立した生活を営むことができるように、「居
宅介護」「生活介護」「短期入所」等のサービスの提供や舗装具
費の給付、更生医療費の支給経費 

86,318障害者自立支援給付費 

広域消防委託料等 193,401常備消防経費 

防災地震速報システムの整備及び老朽化した防災行政無線設

備の更新を図る経費 
10,240防災行政無線整備経費 

玉城病院事業会計への繰出金 77,110病院会計等支出金経費 

4億2851万8000円 地域文化の薫りたつ　まちづくり 

小学校の管理運営に関する経費 82,734 

96,919 

45,359 

13,558

小学校管理経費 

田丸小学校空調設備工事にかかる経費 小学校建設経費 

中学校の管理運営に関する経費 中学校管理経費 

ＩＴサポートセンター、中央公民館の管理・運営経費 中央公民館経費 

3億2589万7000円 活気あふれる　まちづくり 

県営農道、県営かんがい排水事業、県営経営体育成基盤整備事
業に係る経費を一部負担し農業の基盤整備を促進経費 

69,939県営関連事業 

県営農道、県営かんがい排水事業、県営経営体育成基盤整備事
業に係る経費を一部負担し農業の基盤整備を促進経費 

15,735土地改良区等補助金事業 

農業全般に係る総務経費 19,958農業総務経費 

県及び県内市町と連携して、有効かつ効率的に活用することを
目的に共有デジタル地図を整備する経費 

20,370共有デジタル地図整備事業 

10億2689万2000円 計画推進のために（人件費等） 

19年度末の地方債現在高見込（4,582百万円）に係る当該年度
の元金償還経費 

479,459元金償還経費 

19年度末の地方債現在高見込（4,582百万円）に伴う当該年度
の利子経費、一時借入金の利子 

利子償還経費 

ケーブルテレビの運営事業。番組制作、文字放送、チャンネル
使用料経費 

11,811ケーブルテレビ事業 

77,699

税賦課徴収に係る嘱託員賃金、電算委託料等の事務経費、家屋
評価計算・法人町民税・滞納整理システムに係る経費、過誤納
付還付金 

43,551賦課徴収全般経費 

本年度予算額 
単位：千円 事　業　内　容 事　業　名　称 

●一般会計主な事業一覧
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▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
１
７
１
１
万
円

を
増
額
し
、
６
億
２
５
９
万
６
０
０
０
円
、

支
出
で
２
１
１
万
円
を
増
額
し
、
５
億
８

７
５
９
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
他
会
計

負
担
金
及
び
補
助
金
で
１
１
０
万
２
０
０

０
円
を
減
額
し
、
２
８
６
１
万
円
、
支
出

で
建
設
改
良
費
１
１
０
万
２
０
０
０
円
を

減
額
し
、
３
９
９
３
万
７
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
１
３
２
３
万
８

０
０
０
円
を
増
額
し
、
３
億
１
９
６
５
万

８
０
０
０
円
、
支
出
で
営
業
費
用
な
ど
２

２
０
１
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、
２
億

４
２
４
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収

入
で
分
担
金
収
入
２
９
６
１
万
８
０
０
０

円
を
減
額
し
、
２
億
１
９
９
９
万
円
、
支

出
で
建
設
改
良
費
な
ど
７
４
０
７
万
４
０

０
０
円
を
減
額
し
、
３
億
２
６
６
８
万
２

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
介
護
老
人
保
健

施
設
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
支
の
施
設
事
業
収
益
、
施
設

事
業
費
用
と
も
２
万
４
０
０
０
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
３
億
２
９
２
９
万
１
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
　
玉
城
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
26
万
４
０
０
０

円
を
増
額
し
、
１
億
１
５
１
６
万
３
０
０

０
円
、
支
出
で
８
０
９
万
２
０
０
０
円
を

減
額
し
、
１
億
６
１
０
３
万
２
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
企
業
債

等
で
６
９
７
万
円
減
額
し
、
13
億
６
２
８

５
万
円
に
、
支
出
で
建
設
改
良
費
１
３
２

５
万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
14
億
１
０

８
６
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

【
議
員
発
議
】

▼
道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
関
係
大
臣
あ
て
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

●
平
成
20
年
度

一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

「
平
成
20
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予
算

町
長
提
案
説
明
」
か
ら
）

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
対
比
約
２
・
９
％
増
の
歳
入
歳
出
総
額

42
億
４
０
０
０
万
円
の
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
律
型
の
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

新
た
な
発
想
に
立
ち
創
意
工
夫
を
行
い
な

が
ら
、
業
務
の
改
善
を
図
り
、
経
費
節
減

を
す
る
一
方
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
施
策
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

支
援
施
策
の
一
環
と
し
て
料
金
を
据
え
置

き
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
順
調
に
増
加

し
て
、
５
・
１
％
増
の
22
億
４
９
６
０
万

１
０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
地
方

譲
与
税
・
各
種
交
付
金
は
、
国
の
地
財
計

画
に
基
づ
く
増
減
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
19
年
度
の
税
収
増
に
よ

り
、
２
億
２
４
０
０
万
円
減
の
３
億
８
０

０
０
万
円
に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

使
用
料
・
手
数
料
は
、
適
正
な
料
金
を
負

担
い
た
だ
く
よ
う
見
直
し
を
行
い
、
若
干

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
国
庫
支
出

金
は
、
地
方
道
路
整
備
事
業
、
小
学
校
空

調
整
備
事
業
な
ど
で
増
額
と
し
て
い
ま

す
。
県
支
出
金
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
新

築
事
業
、
観
光
地
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
事

業
の
新
規
計
上
、
及
び
県
税
徴
収
事
務

委
託
金
な
ど
に
よ
る
増
額
と
、
参
議
院
、

知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
、
交
通
災
害

共
済
事
務
の
廃
止
に
よ
る
減
額
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。

19
年
度
の
税
収
増
に
よ
る
交
付
税
の
減

額
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
２
億
４
２
０
０
万
円
、
地
方
債

の
繰
上
げ
償
還
の
財
源
と
し
て
町
債
管

理
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
ほ
か
、
各

種
基
金
か
ら
の
繰
入
を
行
い
予
算
編
成

を
し
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
有
田
地
区
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
、
田
丸
小
学
校
空

調
整
備
工
事
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
事
業
と
し
て
町
道
中
楽
朝
久
田
線
、

及
び
野
篠
矢
野
第
１
号
線
な
ど
が
主
な

事
業
で
す
。

そ
の
他
、
主
な
も
の
は
９
ペ
ー
ジ
主
な

事
業
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
18
年
度
決
算
に
見
る
　
玉
城
町
の
財
政
状
況
を
分
析

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
18
年
度
決
算
を
も
と
に
、分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
場
合
、
他
の
市
町
村
と
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
で
、
類
似
団
体
と
い
う
規
模
や
性
質
な
ど
が

似
通
っ
て
い
る
市
町
村
を
一
定
の
類
型
に
し
た
分
類
方
法
を
使
い
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
財
政
力
（
財
政
力
指
数
）
…
…

財
政
力
指
数
は
、
標
準
的
な
行
政
を
行
う
場
合
に
必
要

な
財
源
を
１
と
し
て
、
ど
の
程
度
、
自
前
の
税
収
入
な
ど

で
ま
か
な
え
る
か
を
示
し
ま
す
。

当
町
は
、
町
内
企
業
な
ど
の
良
好
な
業
績
に
よ
り
、
こ

こ
数
年
順
調
な
伸
び
を
見
せ
て
、
０
・
８
０
と
全
国
平
均
・

県
内
平
均
・
類
似
団
体
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
企
業
誘
致
な
ど
を
行
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
、
税
な
ど
の
徴
収
強
化
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
ま
す
。

■
財
政
構
造
の
弾
力
性
（
経
常
収
支
比
率
）…
…

経
常
収
支
比
率
は
、
比
率
が
低
い
と
財
政
に
弾
力
性
が

あ
り
、高
い
と
財
政
が
硬
直
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
平
成
18
年
度
の
法
人
税
が
落
込
ん
だ
事
に

よ
り
、
一
般
財
源
が
一
時
的
に
減
少
し
た
た
め
、
い
ず
れ

の
平
均
よ
り
も
上
回
り
ま
し
た
が
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

内
部
経
費
の
縮
減
に
よ
り
、人
口
一
人
当
た
り
の
人
件
費
・

物
件
費
等
は
類
似
団
体
の
中
で
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
見
直
し
を
行
い
、
行
財
政
の
効
率
化
に

努
め
ま
す
。

財政力 

財政力指数　[0.80]

類似団体内順位 

[ 8/54 ]

全国市町村平均 

0.53
三重県市町村平均 

0.65

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.21

1.92

0.54

類似団体内 
最大値 

類似団体内 
最小値 

類似団体内 
平均値 

0.80

玉城町の比率 

財政構造の弾力性 

経常収支比率　[93.0%]

類似団体内順位 

[ 46/54 ]

全国市町村平均 

90.3
三重県市町村平均 

87.8

(%)
50.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

100.6

57.1

84.5

93.0

■
公
債
費
負
担
の
健
全
度

（
実
質
公
債
費
比
率
）
…
…

実
質
公
債
費
比
率
は
、
実
質
的
な
公
債
費
の
負
担
の
大

き
さ
を
表
す
指
標
で
、
実
質
的
な
公
債
費
が
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合(

３
年
間
の
平
均)

で
す
。
25
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
と
、
新
た
な
地
方
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

当
町
で
は
、
過
去
か
ら
の
起
債
抑
制
に
よ
り
12
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
ず
れ
の
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
下
水
道
事
業
の
進
捗
に
併
せ
増
加
す
る
見
込
み
で
、

適
正
な
事
業
実
施
に
よ
り
抑
制
に
努
め
ま
す
。

公債費負担の健全度 

実質公債費比率　[12.7%]

類似団体内順位 
[ 17/54 ] 

全国市町村平均 

15.1
三重県市町村平均 

15.2

(%) 

25.0 

15.0 

20.0 

10.0 

5.0 

0.0 

22.3

3.4

14.3
12.7
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定員管理の適正度 

人口1,000人当たり職員数　[8.66人]

類似団体内順位 
[ 12/54 ] 

全国市町村平均 

7.82
三重県市町村平均 

8.61

(人)

25.00 

30.00 

20.00 

15.00 

10.00 

5.00 

0.00 

23.86 

7.02 

10.04 
8.66 

計
画
で
は
５
年
間
で
８
・
３
％
を
削
減
す
る
目
標
で
す
が
、

事
務
の
簡
素
化
・
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

今
、
国
や
地
方
自
治
体
は
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
税
金
な
ど
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
共
に
考
え

事
業
展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課

T
E
L
（
５
８
）
８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
市
町
村
の
デ
ー
タ
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
《
政
策
・
政
策
評
価
》
《
地
方
財
政
》
の
財
政
分

析
表
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
給
与
水
準
の
適
正
度

（
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
）
…
…

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準

を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
指

数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

当
町
で
は
、職
員
の
給
与
体
系
・
各
種
手
当
の
見
直
し
を

行
っ
て
は
い
ま
す
が
、95
・
０
と
類
似
団
体
・
県
内
平
均
よ
り

も
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
給
与
構
造
の
見
直
し
、
職

務
・
職
責
に
応
じ
た
構
造
へ
の
転
換
を
図
り
、人
事
評
価
制

度
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

■
定
員
管
理
の
適
正
度
…
…

福
祉
施
策
の
充
実
に
よ
り
、
保
育
所
な
ど
の
職
員
数
が

多
く
８
・
６
６
人
と
全
国
平
均
・
県
内
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
が
、
類
似
団
体
平
均
は
下
回
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の

三重県 玉城町 

財政力 

財政構造の 
弾力性 

公債費負担 
の健全度 

定員管理の適正度 給与水準の適正度 
（国との比較） 

人件費・ 
物件費等の 
適正度 

将来負担の 
健全度 

類似団体平均 

玉城町 
※類似団体平均を100とした 
　ときの比率で表した。 

40以下 

60

80

100

120

140以上 

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した
結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。 

人　　口 
面　　積 
歳入総額 
歳出総額 
実質収支 

15,135 
40.94 

4,320,947 
4,236,416 
39,594

人(H19.3.31現在) 
km2 

千円 
千円 
千円 

給与水準の適正度（国との比較） 

ラスパイレス指数　[95.0]

類似団体内順位 

[ 36/54 ]

全国市平均 

97.9
全国町村平均 

93.9

105.0

110.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

104.1

85.7

93.6

95.0
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玉
城
町
職
員
人
事４月

１
日
付
　
（

）
は
旧
職
名

●
昇
格

上
下
水
道
課
・
主
査
〔
工
務
係
長
〕

平
生
公
一
（
上
下
水
道
課
・
主
事
）

建
設
産
業
課
・
主
査
〔
管
理
係
長
〕

山
下
健
一
（
建
設
産
業
課
・
主
事
）

外
城
田
保
育
所
長

山
本
繁
子
（
下
外
城
田
保
育
所
・
総
括
主
任
）

有
田
保
育
所
長

中
田
恵
子
（
有
田
保
育
所
・
総
括
主
任
）

有
田
保
育
所
・
総
括
主
任

西
岡
敦
子
（
田
丸
保
育
所
・
保
育
主
査
）

下
外
城
田
保
育
所
・
総
括
主
任

森
田
和
枝
（
外
城
田
保
育
所
・
保
育
主
査
）

●
新
規
採
用

病
院
老
健
・
看
護
師
　
　
木
村
　
馨

病
院
老
健
・
介
護
員
　
　
山
本
優
果

病
院
老
健
・
介
護
員
　
　
古
尾
仁
美

病
院
老
健
・
嘱
託
医
師
　
安
田
裕
美

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

中
瀬
礼
子
（
外
城
田
保
育
所
長
）

堀
川
美
子
（
田
丸
保
育
所
長
）

小
林
恵
美
子
（
玉
城
中
学
校
・
用
務
員
）

清
水
久
子
（
外
城
田
保
育
所
・
調
理
員
）

竹
郷
政
子
（
有
田
小
学
校
・
調
理
員
）

西
井
千
代
美
（
田
丸
保
育
所
・
調
理
員
）

濱
口
恭
子
（
病
院
老
健
・
看
護
師
）

野
口
美
枝
（
生
活
福
祉
課
・
介
護
支
援
専
門
員
）

南
　
育
恵
（
田
丸
保
育
所
・
保
育
士
）

●
異
動

【
玉
城
病
院
】

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
〔
病
院
長
兼
務
〕

本
泉
　
誠
（
玉
城
病
院
長
）

【
課
長
級
】

生
活
福
祉
課
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
総
括
室
長
〔
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
〕〔
子
育
て
総
合
支
援

室
長
兼
務
〕

西
野
公
啓
（
生
活
福
祉
課
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

長
〔
子
育
て
総
合
支
援
室
長
兼
務
〕）

総
務
課
付

中
西
末
郎
（
建
設
産
業
課
・
都
市
計
画
特
命
監
）

【
課
長
補
佐
級
】

総
務
課
付

西
山
多
鶴
子
（
出
納
室
長
）

病
院
老
健
・
事
務
局
長
補
佐

藤
川
　
健
（
総
務
課
広
報
公
聴
担
当
課
長
補
佐
）

建
設
産
業
課
・
課
長
補
佐

中
西
　
豊
（
病
院
老
健
・
事
務
局
長
補
佐
）

【
係
長
級
】

生
活
福
祉
課
・
福
祉
係
長

山
下
泰
徳
（
生
活
福
祉
課
・
保
険
係
長
）

生
活
福
祉
課
・
保
険
係
長

奥
野
良
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
・
教
育
総
務
係
長
）

【
主
　
事
】

出
納
室
　
　
　

中
西
扶
美
代
（
税
務
住
民
課
）

税
務
住
民
課
　

山
口
明
子
（
生
活
福
祉
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

上
村
和
弘
（
農
林
商
工
課
）

農
林
商
工
課
　

竹
郷
哲
也
（
税
務
住
民
課
）

税
務
住
民
課
　

中
西
真
由
美
（
生
活
福
祉
課
）

総
務
課
　

川
口
文
香
（
生
活
福
祉
課
）

【
看
護
師
】

病
院
老
健
・
准
看
護
師

堀
　
小
百
合
（
生
活
福
祉
課
・
准
看
護
師
）

【
保
育
所
長
】

田
丸
保
育
所

西
井
芳
子
（
有
田
保
育
所
）

【
保
育
士
】

田
丸
保
育
所

中
井
直
美
（
外
城
田
保
育
所
）

山
鹿
佐
和
子
（
有
田
保
育
所
）

三
井
さ
や
か
（
外
城
田
保
育
所
）

外
城
田
保
育
所
　
谷
川
真
理
（
田
丸
保
育
所
）

須
山
慶
子
（
下
外
城
田
保
育
所
）

有
田
保
育
所

阪
口
清
子
（
下
外
城
田
保
育
所
）

下
外
城
田
保
育
所
幸
得
順
子
（
田
丸
保
育
所
）

【
調
理
員
】

田
丸
小
学
校

平
　
清
美
（
玉
城
中
学
校
）

外
城
田
小
学
校

廣
川
か
よ
子
（
玉
城
中
学
校
）

有
田
小
学
校

見
並
文
美
（
田
丸
小
学
校
）

田
丸
保
育
所

尾
藤
　
照
（
玉
城
中
学
校
）

宮
本
由
利
子
（
外
城
田
小
学
校
）

外
城
田
保
育
所

中
西
一
二
三
（
玉
城
中
学
校
）

外
城
田
保
育
所

辻
口
幸
美
（
有
田
保
育
所
）

有
田
保
育
所

池
山
和
枝
（
外
城
田
保
育
所
） 5

May

お
知
ら
せ
広
場 

In
fo

rm
a

tio
n
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田
丸
駐
在
所
に
長
谷
川
さ
ん
赴
任

田
丸
駐
在
所
に
３
月
31
日
付
け
で
、
鈴
鹿
警
察
署

伊
船
駐
在
所
（
４
年
間
在
籍
）
か
ら
長
谷
川
文
博

は
せ
が
わ
ふ
み
ひ
ろ

巡

査
部
長
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
が

必
要
に
な
り
ま
す税務

住
民
課
（
５
８
）
８
２
０
１

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
窓
口
で
の
「
本

人
確
認
」
が
法
律
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
戸
籍
の
証
明
書
が
ほ
し
い
の
で
す
が
…
…

「
本
人
確
認
」
を
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口
で
は

◆
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
、
運
転
免
許
証
、
写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
の
提
示
を
求
め
、
確
認
を
行
い
ま
す
。

◆
代
理
の
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
委
任
状
な
ど
の

書
面
に
よ
り
代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

郵
送
で
は

◆
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同
封
し
、
返
送
先
は
現

住
所
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

正
当
な
理
由
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
そ
の
配
偶
者
、

直
系
の
親
族
の
方
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
証
明
書
を

利
用
す
る
理
由
の
記
載
は
不
要
で
す
。

◆
本
人
等
（
前
文
の
方
）
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

正
当
な
理
由
を
請
求
書
に
詳
し
く
書
く
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・
自
分
の
権
利
を
行
使
し
た
り
、
自
分
の
義
務
を
果

た
し
た
り
す
る
た
め
に
戸
籍
が
必
要
な
と
き
。

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
と
き
。

②
戸
籍
の
届
出
を
し
た
い
の
で
す
が
…
…

（
養
子
縁
組
・
協
議
離
縁
・
婚
姻
・
協
議
離
婚
・

又
は
認
知
の
届
出
に
つ
い
て
）

「
本
人
確
認
」
を
し
ま
す
。

◆
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
「
本
人
確
認
」
を

行
い
ま
す
。

「
本
人
確
認
」
の
方
法
は
、
戸
籍
証
明
書
の
交
付

請
求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

「
通
知
」
を
し
ま
す
。

◆
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、
縁
組
等
の
ご
本
人
で
あ

る
と
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
縁
組
等
の
届

出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
ご
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
24
日
〜
30
日

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
行
政
相
談
」

５
月
24
日
（
土
）
〜
30
日
（
金
）
日
ま
で
、
春
の
行

政
相
談
週
間
と
し
て
「
行
政
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。

「
行
政
相
談
員
」
と
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
る

民
間
有
識
者
で
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。
相
談
は
無
料
、
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

５
月
30
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
担
当
者

行
政
相
談
委
員
　
大
橋
正
子
さ
ん
、

松
澤
加
重
子
さ
ん

こ
の
他
、
次
の
と
こ
ろ
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

大
橋
さ
ん
（
三
ツ
橋
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
４
５
４
５

松
澤
さ
ん
（
西
世
古
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
６
９
３
４

「
不
受
理
申
出
」
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
本
人
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
届
出

に
つ
い
て
は
、
役
場
が
受
け
付
け
し
な
い
よ
う
に
、

市
区
町
村
長
に
申
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
受
理
申
出
及
び
そ
の
取
下
げ
は
市
区
町
村
の
窓

口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
郵
送
不
可
）。

そ
の
際
も
「
本
人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。
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診
療
内
容
の
お
知
ら
せ

玉
城
病
院
（
５
８
）
３
０
３
９

▼
診
療
時
間

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

（
水
曜
日
は
６
時
ま
で
）

▼
受
付
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
45
分

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分

（
水
曜
日
は
午
後
２
時
30
分
〜
午
後

５
時
45
分
ま
で
）

▼
総
合
相
談
窓
口面

談
　
受
付
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
ご
案
内

①
午
後
は
回
診
・
検
査
・
手
術
の
た
め
に
診
療
時
間
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
時
間
外
・
夜
間
・
土
日
・
祝
祭
日
の
急
病
の
場
合

は
、
当
直
医
が
勤
務
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
気
の
状
態
に
よ
り
、
検
査
・
レ
ン
ト
ゲ
ン

が
で
き
な
い
た
め
、
専
門
・
救
急
病
院
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

曜日 
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祭日 

内　　科 小林 松尾 小林 藤田 小林  

内　　科 小林  小林 小林  

外　　科 安田 本泉院長 本泉院長 安田 本泉院長  

外　　科 本泉院長 本泉院長  本泉院長 本泉院長 

整形外科 関口   関口 

特殊外来 
急病の場合は

お電話でお問

合せください。 

（58）3039

休診 

午前 
8:45～12:00

午後 
3:00～5:00

三重大学 
第２外科 

三重大学 
整形外科 

三重大学 
眼科 

9：00～11：00 
 

三重大学 
眼科 

9：00～11：00 
 

三重大学 
皮膚科 

9：00～12：00 
 

5：00～6：00 

 

 (水曜日は6:00まで) 

平成20年4月1日から

子
育
て
支
援
事
業
た
よ
り

さ
く
ら
児
童
館
（
５
８
）
８
５
２
７

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日
に
ち

５
月
１
日
（
木
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

砂
あ
そ
び
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

▼
対
　
象

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
０．

１
ひ
ろ
ば

▼
日
に
ち

５
月
15
日
（
木
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

動
物
さ
ん
に
な
っ
て
あ
そ
ぼ
う

■
子
育
て
講
座

▼
日
に
ち

５
月
７
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

３
Ｂ
体
操

▼
対
　
象

満
１
歳
〜
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊
ご
希
望
の
方
は
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い



■
個
別
乳
が
ん
検
診

▼
検
診
日

毎
週
火
・
金
曜
日
、
第
２
土
曜
日

火
・
金
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時
45
分

土
曜
日
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
45
分

▼
場
　
所

玉
城
病
院

▼
内
　
容

40
歳
以
上
の
女
性

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
、
超
音
波
検
診
、

医
師
に
よ
る
視
触
診

30
〜
39
歳
の
女
性

超
音
波
検
診
、
医
師
に
よ
る
視
触
診

▼
料
　
金

40
歳
以
上
　
１
２
０
０
円

30
〜
39
歳

７
０
０
円

＊
年
度
内
は
１
人
１
回
に
限
り
ま
す
。

＊
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
下
さ
い

■
平
成
20
年
度
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
結

核
・
肺
が
ん
検
診
）
の
お
知
ら
せ

肺
が
ん
は
、
わ
が
国
の
が
ん

に
よ
る
死
亡
の
１
位
を
占
め
、

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
、

食
生
活
の
改
善
な
ど
日
常
生
活
に

お
い
て
予
防
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
２
次
予
防
と
し
て
早
期
発

見
す
る
た
め
、
年
１
回
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
対
象
者

結
核
検
診
…
検
診
当
日
65
歳
以
上
の
方

肺
が
ん
検
診
…
検
診
当
日
40
歳
以
上
の
方

※
職
場
な
ど
で
検
診
の
機
会
の
な
い
方
が
対
象
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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保
健
事
業
た
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
７
３
７
３

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日
に
ち

５
月
９
日
（
金
）

▼
受
　
付

午
後
１
時
〜
１
時
15
分

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会
さ
ん
の
読
み

聞
か
せ
、
身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相

談
、
育
児
相
談

▼
対
　
象

平
成
19
年
９
月
16
日
〜
10
月
15
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

▼
日
に
ち

５
月
14
日
（
水
）

▼
受
　
付

午
後
０
時
50
分
〜
１
時
20
分

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
対
　
象

平
成
18
年
９
月
１
日
〜
10
月
31
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回
未
受
診
の
お
子

さ
ん

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
致
し
ま
す
。

■
幼
児
食
教
室

▼
日
に
ち

５
月
28
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

幼
児
食
の
講
話
、
簡
単
な
実
習
と
試
食

▼
対
　
象

１
歳
６
カ
月
〜
２
歳
６
カ
月
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者

＊
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

▼
料
　
金

４
０
０
円

（
喀
痰

か
く
た
ん

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
加
え
て
５
０
０
円

必
要
で
す
。
容
器
は
、
検
診
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）

▼
持
ち
物

健
康
手
帳

＊
喀
痰
検
査
と
は
…
肺
が
ん
の
細
胞
を
さ
が
す
検
査
で

す
。
痰
（
血
痰
）
が
出
る
方
、
喫
煙
し
て
い
る
方
な
ど

に
お
勧
め
し
ま
す
（
３
日
間
朝
一
番
の
痰
を
容
器
に

入
れ
て
、
５
月
23
日
午
後
５
時
ま
で
な
ら
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
に
持
参
、
そ
れ
以
降
は
検
査
セ
ン
タ
ー
に

郵
送
）

＊
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
検
診
会
場
（
P17
の

日
程
表
参
照
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
胃
が
ん
検
診

▼
検
診
日

６
月
６
日
（
金
）

▼
受
　
付

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

▼
定
　
員

45
人

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
対
　
象

40
歳
以
上
の
人

▼
料
　
金

９
０
０
円

■
乳
が
ん
（
超
音
波
）
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

▼
検
診
日

６
月
６
日
（
金
）

▼
受
　
付

午
後
１
時
・
２
時

▼
定
　
員

乳
が
ん
50
人
　
子
宮
が
ん
70
人

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
対
　
象

乳
が
ん
30
歳
以
上
の
女
性

子
宮
が
ん
20
歳
以
上
の
女
性

▼
料
　
金

乳
が
ん
　
７
０
０
円

子
宮
が
ん
８
０
０
円

町立保育所園庭開放のご案内
日時 ５月21日　場所 各町立保育所 ※お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。
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午前　９時30～10時00分 

 10時10～10時50分 

 11時00～11時50分 

 12時00～12時20分 

午後　１時30～１時50分 

　　　２時00～２時20分 

　　　２時30～２時50分 

午前　９時30～10時00分 

 10時10～10時40分             

 10時50～11時10分             

 11時20～12時00分 

午後　１時30～１時50分 

　　　２時00～２時40分 

　　　２時50～３時10分 

　　　５時00～７時00分 

午前　９時30～10時00分 

 10時10～10時30分             

 10時40～11時10分             

 11時20～11時50分             

午前　９時30～９時50分 

 10時00～10時20分 

 10時30～10時50分 

 11時00～11時20分 

 11時30～12時00分 

午後　１時00～１時40分 

午前　９時30～９時50分 

 10時00～10時30分 

 10時40～11時00分 

 11時10～11時30分 

午後　１時00～１時30分 

　　　１時40～２時00分 

　　　２時10～２時40分 

　　　２時50～３時20分 

　　　５時00～７時00分 

月　　日 時　　間 場　　所 

サークルＫ（玉城野篠店）前 

蚊 野 公 民 館  

原 公 民 館  

積 良 倉 庫 前  

下田辺東山端ＪＲ踏切北側         

田 辺 茶 屋 公 民 館   

朝 久 田 公 民 館   

山 神（ 山 田 寺 前 ） 

矢 野 公 民 館  

玉 城 苑 公 民 館   

勝 田 新 倉 庫 前   

岡 出 農 村 公 園 前  

伊 勢 農 協 玉 城 支 店  

妙法寺（貴舟様駐車場） 

保 健 福 祉 会 館   

中 央 公 民 館  

上 玉 川 倉 庫 前   

日 向 公 民 館  

世 古（ 飯 島 久 男 様 前 ）    

井 倉 寺 前  

長 更 公 民 館  

久 保（千引神社前） 

中 楽 公 民 館  

田 丸 駅 前  

役 場 前

岩 出（ 三 尊 寺 前 ）   

中 角 公 民 館  

宮 古 公 民 館  

冨 岡 公 民 館  

山 岡 ご み 集 積 場   

曽 根 集 荷 場  

伊勢農協下外城田支店      

新 田 町 公 民 館   

保 健 福 祉 会 館   

５月１９日 
（月曜日） 
 

５月２０日 
（火曜日） 

５月２１日 
（水曜日） 
 

５月２２日 
（木曜日） 
 

５月２３日 
（金曜日） 
 

結
核
・
肺
が
ん
検
診
日
程
表

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室
に

体
験
に
来
て
み
ま
せ
ん
か

一
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
気
に
な
る
、

特
に
男
性
の
方

一
、
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

一
、
体
型
が
気
に
な
り
か
け
た
女
性
の
方

一
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
た
い
方

一
、
何
か
体
に
い
い
事
、
始
め
て
み
た
い
と
感
じ
て

い
る
方

▼
日
　
時

５
月
13
日
（
火
）
午
後
８
時
〜

▼
場
　
所

中
央
公
民
館

▼
内
　
容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
元
気
で
す
玉
城
体
操
・
体
の
喜
ぶ
話

▼
講
　
師

平
岡
健
康
開
発
研
究
所
　
平
岡
令
孝
さ
ん

お
問
合
せ
　
小
田
た
づ
子
さ
ん
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
３

０
６
０

※
胃
が
ん
・
乳
が
ん
（
超
音
波
）
・
子
宮
が
ん
検
診

の
申
し
込
み
は
、
５
月
７
日
（
水
）
か
ら
開
始
し

ま
す
。
託
児
が
必
要
な
方
は
、
受
付
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
20
年
度
か
ら
70
歳
以
上
の
方
も
自

己
負
担
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
後
実
施
す
る
検
診
の
個
人
負
担
額
を
す
べ
て
検

診
費
用
の
２
割
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
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生
活
福
祉
た
よ
り生活

福
祉
課
（
５
８
）
８
２
０
３

■
三
重
県
交
通
災
害
共
済
事
業
廃
止
の
お
知
ら
せ

三
重
県
交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
自
動
車
の
普
及

と
と
も
に
増
加
す
る
交
通
事
故
が
社
会
問
題
と
な
り
、

そ
の
共
済
制
度
が
十
分
で
な
か
っ
た
昭
和
40
年
代
に

全
国
的
に
広
が
り
、
三
重
県
に
お
い
て
は
昭
和
44
年

に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
で
は
、

○
　
民
間
保
険
や
他
の
共
済
制
度
が
普
及
・
充
実
し

た
こ
と
。

○
　
加
入
率
が
昭
和
60
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少

を
続
け
て
い
る
こ
と
。

○
　
収
支
運
営
面
で
は
、
健
全
経
営
が
望
め
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
。

か
ら
、
三
重
県
で
は
平
成
20
年
６
月
30
日
を
も
っ

て
、
こ
の
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
玉
城
町
で
は
、
平
成
20
年
７
月

か
ら
の
新
規
募
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
在
の
共
済
加
入
期
間
中
の
交
通
事
故
に

係
る
見
舞
金
請
求
の
取
り
扱
い
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

で
す
。

交
通
災
害
共
済
見
舞
金
請
求
書
等
の
提
出
期
限
は
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

■
平
成
20
年
度
無
料
法
律
相
談

▼
相
談
日

偶
数
月
の
第
２
火
曜
日

（
６
／
10
、８
／
12
、10
／
14
、12
／
９
、２
／
10
）

▼
時
　
間

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

※
要
予
約
（
生
活
福
祉
課
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
る
町
内

司
法
書
士
の
北
林
信
弘
さ
ん
、
太
田
陽
子
さ
ん
、
松

澤
加
重
子
さ
ん
に
３
月
25
日
、
町
長
か
ら
感
謝
の
言

葉
と
共
に
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

平
成
19
年
度
の
状

況
は
、
８
件
の
お
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、

内
容
別
で
は
、
離
婚

に
関
す
る
相
続
３

件
、
債
権
、
相
続
、

不
動
産
に
関
す
る
こ

と
が
各
１
件
、
そ
の

他
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
　
時

５
月
10
日（
土
）・20
日
（
火
）・30
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
　
時

５
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
内
　
容

バ
ス
に
乗
っ
て
行
こ
う
!!

▼
場
　
所

晴
　
天
啓
公
園

雨
　
小
俣
図
書
館

▼
持
ち
物

タ
オ
ル
・
着
替
え
・
水
筒
な
ど
　

▼
集
　
合

保
健
福
祉
会
館

午
前
10
時
（
15
分
後
に
出
発
し
ま
す
）

■
５
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
　
時

５
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象
者

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

▼
日
　
程

５
月
７
・
21
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

▼
会
　
場

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
　
程

５
月
14
・
28
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
後
３
時
45
分
〜
４
時
15
分

▼
会
　
場

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子
さ

ん
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

司法書士のみなさん
（左2番目から松澤さん、太田さん、北林さん）
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T a m a k i  T o p i c s

無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
て
海
外

旅
行
を
当
て
よ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
参
加
者
募
集

１
チ
ー
ム
５
人
で
１
２
３
日
間
（
７
月
１
日
〜
10

月
31
日
）
の
無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
し
て
、
海
外

旅
行
を
当
て
ま
せ
ん
か
。
達
成
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽

選
で
、
次
の
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

特
等
（
50
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

１
チ
ー
ム

１
等
（
25
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券)

２
チ
ー
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
（
１
万
５
０
０
０
円
分
同
）

30
チ
ー
ム

今
回
は
、
シ
ル
バ
ー
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
65
歳
以

上
の
方
を
３
人
以
上
含
む
）

も
募
集
し
ま
す
。
達
成
チ

ー
ム
は
右
記
の
共
通
賞
品

と
は
別
に
、
１
チ
ー
ム
に

シ
ル
バ
ー
特
別
賞
（
10
万

円
分
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）

が
当
た
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
５
月
７
日
（
水
）
〜
６
月
30
日
（
月
）

▼
参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円
（
１
人
１
０
０
０

円
）

詳
し
く
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
８
）
４
９
０
７
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

査
会
開
催
の
お
知
ら
せ

「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
」
に
よ
り
、
美
術

品
等
と
し
て
価
値
の
あ
る
古
式
銃
砲
、
刀
剣
類
の
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・
刀
剣
類
を
お
持
ち
の

方
は
下
記
の
日
程
で
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
会
場

①
５
月
20
日
（
火
）
県
津
庁
舎

②
８
月
19
日
（
火
）
県
鈴
鹿
庁
舎

③
10
月
21
日
（
火
）
県
尾
鷲
庁
舎

④
11
月
18
日
（
火
）
県
伊
勢
庁
舎

⑤
平
成
21
年
１
月
20
日
（
火
）
県
津
庁
舎

受
付
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
と
午
後
１
時
〜
２
時
ま

で
。（
但
し
、尾
鷲
庁
舎
の
み
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
）

▼
受
　
付

当
日
会
場
で
配
布
す
る
「
登
録
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

▼
準
備
物

①
警
察
署
に
発
見
届
出
済
み
の
「
銃
砲
刀
剣
類
」（
再

交
付
の
場
合
は
登
録
済
み
の
「
現
物
」）

②
警
察
署
か
ら
受
け
取
っ
た
「
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
」

③
登
録
手
数
料
　
新
規
１
件：
６
３
０
０
円
　
再
交
付

３
５
０
０
円

④
発
見
届
出
人
（
登
録
名
義
人
）
本
人
で
あ
る
と
確
認

で
き
る
も
の

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化

財
保
護
室
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
４
）
２
９
９
９
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

I n f o r m a t i o n  5 - m a y -

●平成20年３月２日

｢東京玉城会｣会員の藤田紀三郎様
から5,000円のご寄付をいただきま
した。

《玉城町社会福祉協議会へ》
●平成20年３月24日

｢玉城町母子寡婦福祉会｣様から
10,000円ご寄付をいただきました。

ありがとう手帖 ありがとう手帖 ありがとう手帖 
玉
城
レ
ク
ダ
ン
ス
　
会
員
募
集

誰
で
も
で
き
る
「
ス
ト
レ

ッ
チ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
」
を
中
心
に
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
　
時

毎
水
曜
日

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

▼
場
　
所

玉
城
中
学
校

体
育
館

▼
服
　
装

運
動
の
し
や
す
い
服
装
お
よ
び
シ
ュ
ー

ズ
（
シ
ュ
ー
ズ
は
申
し
込
み
受
付
可
）

▼
対
象
者

男
女
問
い
ま
せ
ん

詳
し
く
は
、
宮
本
さ
ん
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
４
６
５

３
、
岩
城
さ
ん
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
６
３
７
８
、
ま
た

は
活
動
日
当
日
体
育
館
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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第
47
回
南
勢
地
区
母
親
大
会

南
勢
地
区
母
親
大
会
実
行
委
員
会
（
２
４
）
６
９
１
３

「
生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は
　
生
命
を
育
て
　
生

命
を
守
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

母
親
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

５
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
受
付

▼
場
　
所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

▼
内
　
容

分
科
会
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

子
育
て
、
教
育
な
ど

昼
休
み
　
実
行
委
員
会
参
加
団
体
の
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
交
流

全
体
会
　
午
後
１
時
〜
４
時

一
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
文
化
行
事
）

二
、
各
分
科
会
の
報
告

三
、
記
念
行
事

ギ
タ
ー
と
歌
で
語
る
道
家
桂
さ
ん
の
特
別
授
業
　
テ

ー
マ
「
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
と
社
会
」

４
月
の
忙
し
さ
か
ら
、「
ホ
ッ
！
」
と
一
息
つ
く

時
期
、
そ
れ
が
５
月
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
の

季
節
に
様
々
な
本
と
の
出
会
い
で
、
心
に
栄
養
を
い

っ
ぱ
い
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
旬
の
本
・
話
題
の
本
を
取

り
揃
え
、皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用

の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

道
尾
秀
介
「
ラ
ッ
ト
マ
ン
」

森
見
登
美
彦
「
き
つ
ね
の
は
な
し
」

奈
良
美
那
「
埋
も
れ
る
」

東
野
圭
吾
「
流
星
の
絆
」

海
堂
　
尊
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
沈
黙
」

恒
川
光
太
郎
「
秋
の
牢
獄
」

さ
く
ら
も
も
こ
「
も
も
こ
の
21
世
紀
日
記
」

村
林
新
吾
「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
、
本
日
も
満
席
。」

佳
川
奈
未
「
願
い
が
か
な
う
１
０
０
の
方
法
」

中
村
　
航
「
あ
な
た
が
こ
こ
に
い
て
欲
し
い
」

拓
未
　
司
「
禁
断
の
パ
ン
ダ
」

森
永
卓
郎
「
年
収
崩
壊
」

勝
谷
誠
彦
「
偽
装
国
家
」

（
児
童
書
）
上
橋
菜
穂
子
「
虚
空
の
守
り
人
」

（
趣
味
本
）
加
藤
義
松「
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
70
種
」

（
絵
　
本
）
ビ
ッ
キ
ー
・
イ

ー
ガ
ン
他

「
ゾ
ウ
の
ソ
フ
ィ
ー
」

ふ
く
だ
と
し
お
「
う
し
ろ

に
い
る
の
だ
あ
れ
サ
バ
ン

ナ
の
な
か
ま
」

お
か
だ
な
お
こ
「
ね
こ
の

パ
ン
ヤ
」

い
わ
む
ら
か
ず
お
「
14
ひ

き
の
や
ま
い
も
」

（
健
康
書
…
寄
贈
本
）

幕
内
秀
夫

「
で
き
る
子
の
食
事
ダ
メ
な
子
の
食
事
」

「
食
育
明
日
か
ら
で
き
る
10
の
提
案
」

「
は
じ
め
よ
う
！
歯
科
医
院
で
の
食
生
活
指
導
」

「
ご
は
ん
で
勝
つ
」

「
工
藤
公
康

粗
食
は
最
強
の
体
を
つ
く
る
」

「
体
に
よ
い
食
事
ダ
メ
な
食
事
」

購
入
し
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た

ら
玉
城
町
図
書
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、

内
容
に
照
ら
し
、
購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）
２
８
０
０

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
開
館
時
間
　
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
を
６
月
２
日
（
月
）
か
ら

平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分

に
変
更
し
ま
す
。

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

た
だ
し
、
年
末
年
始
は
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
臨
時
に
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

玉
城
町
図
書
館
（
５
８
）
８
２
１
２
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有 料 広 告

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習
会
の
開
催

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
（
２
３
）
５
５
３
５

三
重
建
労
伊
勢
支
部
で
は
、
三
重
県
労
働
基
準

局
の
指
定
教
習
機
関
と
し
て
「
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
会
」
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

つ
り
上
げ
荷
重
１
ｔ
以
上
５
ｔ
未
満
の
移
動
式
ク

レ
ー
ン
の
運
転
業
務
に
は
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運

転
技
能
講
習
終
了
の
資
格
が
必
要
で
す
。

▼
日
　
程

５
月
８
日
（
木
）
〜
10
日
（
土
）

▼
会
　
場

コ
マ
ツ
近
畿
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
）

▼
受
講
料

１
８
５
０
０
円

▼
定
　
員

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
受
講
資
格

満
18
歳
以
上
の
人

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ
の

検
査
案
内

（
社
）
三
重
県
水
質
保
全
協
会
検
査
課

０
５
９
（
２
２
６
）
０
０
１
０

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を

処
理
す
る
施
設
で
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
環
境
を
守

る
た
め
、
浄
化
槽
法
で
、
①
保
守
点
検
②
清
掃
③
法

定
検
査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
③
法
定
検
査
は
、
県
知
事
の
指
定
を

受
け
た
（社）
三
重
県
水
質
保
全
協
会
が
実
施
し
ま
す
。

▼
玉
城
町
内
は
、
５
月
〜
７
月
の
予
定
で
法
定
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

▼
法
定
検
査
は
次
の
こ
と
を
検
査
し
ま
す
。

・
保
守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
浄
化
槽

が
正
常
に
稼
動
し
て
い
る
か
。

・
良
好
な
水
質
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。（
放
流
水

を
採
水
し
持
ち
帰
り
水
質
分
析
を
し
ま
す
。）

＊
法
定
検
査
案
内
対
象
者
に
は

後
日
「
受
験
案
内
書
」
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

＊
検
査
手
数
料
は
３
８
０
０
円

で
す
。（
20
人
槽
ま
で
）

◎
浄
化
槽
を
廃
止
さ
れ
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
県
環
境
事
務
所

へ
「
浄
化
槽
廃
止
届
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
生
活
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
０
３
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
産
者
の
み
な
さ
ま
へ
お
願
い

農
林
商
工
課
（
５
８
）
８
２
０
４

毎
年
、
6
〜
7
月
に
か
け
て
町
内
で
水
稲
へ
の
病

害
虫
防
除
の
た
め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農

薬
の
散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、
午
前

５
時
頃
か
ら
正
午
頃
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
所
・
小
、
中
学
校
生
徒
の
通
学
時
間
帯
は
各
機
関

と
協
議
の
上
、
散
布
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
各
個
人
に
よ
る
農
薬
の

散
布
に
つ
い
て
も
、
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
間
帯

で
の
実
施
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

訂正・お詫び）
広報たまき平成20年4月号（No.420）のP3・4段目の伊勢市消防本部の連絡先を誤って記載いたしました。
正しくは（25）1268です。訂正し、お詫び申し上あげます。
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ばなし 

「
徒
党
を
結
び
起
請
文
を
書
き
神
水
を
の
み
一

味
同
心
仕
候
儀
公
儀
之
御
法
度
也
如
此
之
輩

ハ
縦
道
理
有
共
可
為
罪
科
事
」
十
三

右
の
文
章
の
現
代
語
訳

「
同
じ
目
的
を
持
つ
者
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
誓
約
書

を
書
き
、
神
前
で
結
束
の
誓
い
の
水
を
飲
ん
で
、
一
味
同

心
を
す
る
こ
と
は
、
公
儀
（
幕
府
）
の
御
禁
令
で
あ
る
。

そ
れ
を
破
る
者
は
、
た
と
え
、
主
張
す
る
事
に
道
理
（
人

の
道
に
適
っ
た
考
え
や
方
法
）
が
あ
ろ
う
と
も
、
紀
伊
徳

川
家
と
し
て
は
認
め
ず
、
犯
罪
と
見
做
し
て
厳
罰
に
処
す

る
。」自

由
な
時
代
に
住
む
私
達
が
、
こ
の
定
（
サ
ダ
メ
）
を

読
む
と
、
個
人
の
信
条
を
全
く
無
視
す
る
、
こ
の
よ
う
な

封
建
的
専
制
主
義
の
体
質
の
恐
ろ
し
さ
に
は
、
腰
が
抜
け

る
ほ
ど
驚
愕
し
て
し
ま
う
。
が
、
そ
の
定
は
当
時
で
は
当

然
な
の
で
あ
る
。

下
克
上
（
下
の
者
が
上
の
者
に
打
ち
勝
つ
）
の
時
代
を

生
き
て
き
た
武
者
の
考
え
と
し
て
、
我
が
家
系
、
わ
が
郎

党
、
我
が
領
地
、
我
が
体
制
の
結
束
を
強
化
し
、
発
展
す

る
こ
と
を
願
う
者
と
し
て
、
当
然
な
の
で
あ
る
。

武
威
を
背
景
に
し
て
無
理
を
通
せ
ば
道
理
が
引
っ
込

む
。
わ
が
道
理
通
せ
ば
、
世
人
の
道
理
は
引
っ
込
む
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

（
二
）
百
姓
は
米
を
食
べ
ず
に
雑
穀
を
食
べ
よ
。
雑
穀

と
は
、
米
、
麦
以
外
の
穀
物
（
豆
、
蕎
麦
、
ゴ
マ
、
キ
ビ

等
）
で
あ
る
。

米
を
作
る
百
姓
に
対
し
て
、
米
を
食
せ
ず
、
雑
穀
を
た

べ
ろ
と
は
、
傲
慢
の
一
語
に
尽
き
る
。
町
人
へ
は
雑
穀
の

食
事
は
奨
励
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
思

う
に
米
を
動
か
す
の
は
米
商
人
で
あ
り
町
人
で
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

我
等
が
創
り
出
し
た
体
制
は
未
来
永
劫
に
存
続
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
米
を
我
が
体
制
の
財
政
の

基
盤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
年
貢

の
完
全
徴
収
を
め
ざ
す
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
無
謀
な
考
え
は
、
我
が
体
制
の
創
り
出
し

た
道
理
（
支
配
者
側
に
の
み
通
用
す
る
道
理
）
が
最
高
の

価
値
で
あ
る
と
信
じ
て
止
ま
な
い
者
だ
け
が
口
に
出
し
て

言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
①
か
ら
⑬
に
わ
た
っ
て
、
紀
伊
徳
川
家
が
江
戸

時
代
に
、
ど
の
よ
う
な
統
治
を
紀
州
や
勢
州
三
領
（
田

丸
・
松
坂
・
白
子
）
で
行
っ
た
か
、
そ
の
概
略
だ
け
を
述

べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
も
と
で
百
姓
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
、
生
き
延
び
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的

に
事
例
を
挙
げ
て
述
べ
た
が
、
そ
の
記
述
姿
勢
は
あ
く
ま

で
も
、
ど
の
よ
う
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
、

受
動
的
な
面
の
み
に
限
っ
て
い
た
が
、
次
回
か
ら
は
、
そ

の
よ
う
な
圧
政
下
に
あ
っ
て
、
人
間
的
に
真
摯
に
生
き
よ

う
と
懸
命
で
あ
っ
た
人
々
に
焦
点
を
当
て
て
説
明
を
繰
り

広
げ
る
。

庶
民
に
焦
点
を
当
て
て
説
明
を
す
る
理
由
は
な
に
か
。

従
来
の
玉
城
関
係
の
歴
史
書
に
は
、
史
料
が
な
か
っ
た

こ
と
や
無
関
心
が
理
由
で
、
庶
民
の
歴
史
は
殆
ど
書
か
れ

て
い
な
い
。
紀
伊
徳
川
家
藩
主
や
領
主
、
傑
出
し
た
人
物
、

藩
政
な
ど
に
記
述
の
重
点
が
置
か
れ
庶
民
の
歴
史
の
不
在

が
顕
著
で
あ
る
か
ら
。

【
原
作
提
供
者
　
加
納
利
和
】

有 料 広 告



「豆の木ライセンス倶楽部」とは？
 現在、普通免許を取得するには、お
よそ30万円の費用が必要となります。
この教習費用をあらかじめ積立ていた
だくことで、入校時の負担を軽減しよ
うとするものです。 

６月３０日までに  
申込みされた方に、  
キティオリジナルグッズ  

プレゼント♪♪ 

城あとに夢を築くまち たまき　2008-523

有 料 広 告

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）                  

4月26日～                  
 ・アスピア玉城のこいのぼり                 

 ・スポ少軟式野球大会     

 ・ゼロイチひろば           　　 など                 

5月３日～                                 
 ・田植え体験教室                 

 ・５歳児のあそび（有田保育所）   など    

5月10日～                 
 ・2007年度下半期宣言CM集      など    

5月17日～                  

 ・小学校の春の遠足               　など   

行政・広報番組、企画・特別編集番組など                 
5月1日～                  
 ・桜まつりレポート　　　　　　など                       

5月16日～                                 
 ・認知症講演会　　　　　　　　など              

役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど 
5月5日～                  
・社会福祉協議会の役割　　　 　など                       
5月20日～                                  
・メタボリックシンドロームについて     など              

町のお知らせ番組（音声付文字情報）                 
・番組の紹介、行政情報など                   

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。 
また、議会閉会翌週午後9時から再放送をします。 

CATV
10ch
CATV
10ch

番組に対するお問合せ 

放送に対するお問合せ 

役場総務課　　　　　TEL 58-8200

（株）アイティビー制作部　TEL 27-0700

00 
15 
30 
45

00

00

00

00/15 
30/45

00

00

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

知っ得、納得①
知っ得、納得②
ちょっと玉城①
ちょっと玉城②
ビデオレポート 

特別番組 

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっと玉城①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっと玉城①②

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっと玉城①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっと玉城①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっと玉城①②
番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
翌週録画 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画録画 

番組予定 

ビデオレポート（毎週土曜日更新） 

特別番組（毎月1日・16日更新） 

知っ得、納得（毎月5日・20日更新） 

ちょっとたまき（毎週土曜日更新） 

議会放送（当日終了まで） 

4月25日～5月24日 

注意：番組は予告なく変更する場合があります。 
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　町税などの納期は、期限を守って納めてください。 

納期は次のとおりです。 

●軽自動車税（第１期） 

　６月２日（月） 

　お問い合わせは、税務住民課へ 

●国民健康保険料・介護保険料（第２期） 

　６月２日（月） 

　お問い合わせは、生活福祉課へ 

5月12日（月）・19日（月) ・ 26日（月） 

時　間　午前10時～11時30分 

場　所　保健福祉会館　健康相談室 

対　象　40歳以上の方 

内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、「わ」クラブに 

        　 よる体操など 

5月1日（木）・ 6月5日（木） 

時　間　午前９時３０分～１１時３０分 

場　所　保健福祉会館　健康相談室 

5月9日（金） 

受付時間　午前10時～11時30分 

29日（木） 

受付時間　午前10時～11時30分  午後 1時～  2時30分 

場      所　保健福祉会館 

対      象　生後２カ月～未就園のお子さん 

内      容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談、                                    

　　　　　 おっぱい相談（29日午前のみ） 

＊おっぱい相談は、予約が必要です。 
   希望される方は、健康管理センターへお申し込みください。 
＊母子健康手帳をお持ちください。 
お問い合わせは、健康管理センターへ 

町税など納期のお知らせ 

いきいきクラブ 

健康相談 

乳幼児相談 

町税など納期のお知らせ 

いきいきクラブ 

健康相談 

乳幼児相談 

休日・夜間当直室  TEL 58-8213

障がい者相談支援センター「ブレス」巡回相談日 障がい者相談支援センター「ブレス」巡回相談日 

５月７日（水）・ 21日（水） 

時　間　午前10時～午後4時 

場　所　玉城町役場 

ご希望の方は、生活福祉課へお申し込みください。 

 

（平成20年3月31日現在） 人口 

男 

女 

世帯数 

第421号　平成20年5月号　編集：広報たまき編集委員会 
発行：玉城町役場総務課 
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2 
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp 
e-mail  info@town.tamaki.lg.jp

15,205人（-22人） 

7,429人（-18人） 

7,776人（ -４人） 

4,903世帯（-3世帯） 

 

（ 　）は3月1日以降の増減 

■玉城町役場 　　　　 TEL 58 - 8200   FAX 58 - 4494 

●総務課 　　　　 TEL 58 - 8200 

●税務住民課 　　　　 TEL 58 - 8201 

●生活福祉課　　　　　       TEL 58 - 8203 

●上下水道課 　　　　 TEL 58 - 8207 

●建設産業課 　　　　 TEL 58 - 8205 

●農林商工課  　　　　TEL 58 - 8204 

●出納室 　　　　 TEL 58 - 8210 

●議会事務局 　　　　 TEL 58 - 8211 

●教育委員会（村山龍平記念館）   TEL 58 - 8212   FAX 58 - 7588 

■病院事務局 

　玉城病院 　　　　 TEL 58 - 3039   FAX 58 - 7299 

■介護老人保健施設ケアハイツ玉城  

　・介護老人保健施設 　　TEL 58 - 3770   FAX 58 - 3790 

　・訪問看護ステーション　   TEL 58 - 8117 

　・訪問介護 　　　　 TEL 58 - 8117 

　・居宅介護支援事業所 　　TEL 58 - 8822 

■健康管理センター 　　　　 TEL 58 - 7373   FAX 58 - 7625 

　（地域包括支援センター・子育て総合支援室） 

■保健福祉会館 　　　　 TEL 58 - 8000   FAX 58 - 8039 

■社会福祉協議会 　　　　 TEL 58 - 6915   FAX 58 - 6916 

■中央公民館 　　　　 TEL 58 - 6331   FAX 58 - 7755 

■アスピア玉城　　 

　　玉城ふれあいの館 　　TEL 58 - 8800   FAX 58 - 8801 

　　ふるさと味工房 アグリ    TEL 58 - 8686 

■さくら児童館 　　　　 TEL 58 - 8527   FAX 58 - 8528 

■梅がおか児童館 　　　　 TEL 58 - 8345   FAX 58 - 8346

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 
住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

編 集 後 記  

　３月下旬から咲き始めた桜の
花は４月に入ると満開となり、桜
まつりをより引き立ててくれま
した。 
　恒例の城山ライトアップも４
月中旬まで延長し、夜桜を楽しま
れる花見客でにぎわいました。 

撮影:広報編集委員 

広報たまき 

ま ち か ど 掲 示 板板  ま ち か ど 掲 示 板  
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